
災害発生時メンタルヘルスケアチェックリスト

１．初動

事故・災害の一次情報（誰が/何が/いつ/どこで）を確認

救急・警察・医療機関への連絡が完了していることを確認

被災者の安全確保（搬送・保護）が行われたことを確認

職場の安全確認（封鎖・片付け・二次被害防止）を実施

家族への連絡フロー（誰が連絡するか）を決定

情報の取り扱いルール（事実のみ・推測禁止）を共有

２．組織としての即時支援

家族への連絡を実施 or 担当者に依頼

医療機関・警察等、外部機関の連絡窓口を一本化

被災者の緊急連絡先・家族構成・必要な支援を確認

３．心理的支援 ≪職場・被災者家族≫

被災者本人の心理状態を把握（医療機関と連携）

目撃者・関係者へ心理相談窓口を提供

見舞金・緊急支援（CISM）の適用可否を確認

必要に応じてCISM・EAP専門家介入を手配

チーム全体へ状況共有（事実に基づき、憶測を排除）

被災者家族へ相談窓口・支援制度を案内

４．中長期支援

復帰支援プラン（勤務調整・負荷軽減）を作成

定期的なメンタルチェックを計画

同僚・チームのメンタル状態を継続観察（CISM2ndｾｯｼｮﾝ）

被災者・家族からの相談先の継続

事案の振り返り（再発防止・組織学習）を記録

ⓒ 2025 T-PEC CORPORATION All Rights Reserved

【人事・労務担当者向け】

発生直後

発生当日 1週間～数か月

予期せぬ事故/災害時の事業場における

メンタルヘルスケア対応ガイドはこちらから
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